
府

令

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
企
画
官
、
調
査
官
、
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

官
、
復
旧
復
興
調
整
官
、
地
域
原
子
力
防
災
推
進

官
、
原
子
力
防
災
訓
練
推
進
官
及
び
原
子
力
専
門

調
査
官
）

（
企
画
官
、
調
査
官
、
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

官
、
復
旧
復
興
調
整
官
、
地
域
原
子
力
防
災
推
進

官
、
原
子
力
防
災
訓
練
推
進
官
及
び
原
子
力
専
門

調
査
官
）

第
八
条

﹇
略
﹈

第
八
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
８

略
﹈

﹇
２
〜
８

同
上
﹈

９

企
画
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
二
十
七
人

と
、調
査
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
三
人
と
、

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
官
の
定
数
は
一
人
と
、

復
旧
復
興
調
整
官
の
定
数
は
一
人
と
、
地
域
原
子

力
防
災
推
進
官
の
定
数
は
四
人
と
、
原
子
力
防
災

訓
練
推
進
官
の
定
数
は
一
人
と
、
原
子
力
専
門
調

査
官
の
定
数
は
十
人
と
す
る
。

９

企
画
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
二
十
八
人

と
、調
査
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
三
人
と
、

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
官
の
定
数
は
一
人
と
、

復
旧
復
興
調
整
官
の
定
数
は
一
人
と
、
地
域
原
子

力
防
災
推
進
官
の
定
数
は
四
人
と
、
原
子
力
防
災

訓
練
推
進
官
の
定
数
は
一
人
と
、
原
子
力
専
門
調

査
官
の
定
数
は
十
人
と
す
る
。

（
児
童
手
当
管
理
室
並
び
に
企
画
官
及
び
業
務
管

理
体
制
検
査
官
）

（
児
童
手
当
管
理
室
並
び
に
企
画
官
及
び
業
務
管

理
体
制
検
査
官
）

第
五
十
九
条

﹇
略
﹈

第
五
十
九
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈

６

業
務
管
理
体
制
検
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
参

事
官
の
職
務
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
六

条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
七
条
の
規

定
に
よ
る
事
務
を
助
け
る
。

６

業
務
管
理
体
制
検
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
参

事
官
の
職
務
の
う
ち
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第

五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
七

条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
助
け
る
。

７

企
画
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
四
人
と
、

業
務
管
理
体
制
検
査
官
の
定
数
は
二
人
と
す
る
。

７

企
画
官
の
定
数
は
併
任
の
者
を
除
き
三
人
と
、

業
務
管
理
体
制
検
査
官
の
定
数
は
二
人
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
九
項
の
改
正
規
定
は
、
同
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
由
）

（
令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
由
）

第
五
十
八
条

令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
内
閣
府
令

で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
と

す
る
。

第
五
十
八
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

月
の
途
中
に
お
い
て
特
定
地
域
型
保
育
（
居

宅
訪
問
型
保
育
（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚

生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
三
十
七
条
第
一

号
に
掲
げ
る
保
育
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
限

る
。）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
数
が
一
月

当
た
り
五
日
を
超
え
る
こ
と

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
第
八
条
の
三
第
一
項
の
改
定
率
の
改
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百

二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
平
成
三
十
年
度
」
を
「
平
成
三
十
一
年
度
」
に
、「
〇
・
九
七
八
」
を
「
〇
・
九
八
三
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
内
閣
府
令
第
十
一
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
内
閣
府
令
第
十
二
号

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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